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【平成２１年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

 本研究課題は、高分子の精密重合分野のリーダーである研究者による研究である。 
官能基の配列（シークエンス）を制御した高分子を合成するという高分子科学の究極目標

の一つを取り上げ、精密触媒開拓、制御機構構築、機能特性発現までを学際融合の視点を踏

まえて推進し、従来にはない新高分子科学を創成しようという計画である。 
リビングラジカル重合に大きな成果があり、機能性モノマーに耐えうる高活性触媒の開

発、配列制御のための鋳型開始剤の開発など当初計画に向けて順調に成果があげられてい

る。 
今後、シークエンス制御重合基盤モノマーの設計などをより強力に進めることにより、期

待どおりの成果が見込まれる。 
 

 

【平成２３年度 検証結果】 

検証結果 研究進捗評価結果どおりの研究成果が達成された。 

当初の研究目的である高分子のシークエンス制御がなされた。精密触媒開拓

に研究成果を挙げるとともに、従来未踏分野であったシークエンス制御に対し、

生物に学ぶという学際融合の視点を踏まえた制御機構を提案・設計し、目的高

分子の精密合成に対する制御機構構築が達成された。また、創製した高分子の

構造・機能の確認が行われており、当初の予定どおりの研究成果が達成されて

いる。提案されたシークエンス制御機構は、独創的かつ重要な研究成果である

ので、今後の展開や論文発表によって、研究成果のより社会的な周知を期待す

る。 
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